
関東ふれあいの道（群馬）⑤石碑めぐりのみち 

 

2025年 5月 29日池内淑皓 

 

          2025年 5月 12日（月）不安定な天候も回復し、ゴールデンウオークも過ぎ、関東ふれあいの道は、栃木県を 

終えて群馬県を歩く事にした。 

       群馬県コース①から歩きたいが、交通不便な箇所が多く、また通行止めのコースも多いので、見所を選別して 

訪ねるアラカルトウオークにした。 

       今回は、高崎から近い遺跡を訪ねるコースを歩く。「上野三碑」や高崎観音、少林寺達磨寺等見所は多い 

 

               

                   「多胡の碑」、「山上の碑」、「金井沢の碑」 上野三碑概念図 

 

               

              「関東ふれあいの道（群馬）⑥石碑めぐりのみち」（高崎自然歩道と併用） 概念図 

上野三碑 

 

金井沢の碑 
山上の碑 

山名八幡宮 



                   

                       上信電鉄 高崎発 9：25 下仁田行の電車に乗る 

 

                     
                     ここの電鉄もこのような所を走るから、赤字路線に違いない 

 

                   

                    都会に住む人から見れば、ローカル色豊かで癒されるが。 



                   
                        20分程走れば吉井駅に到着、ここから歩き出す  

  

                  

               地方は車中心の世界だから道は整備されているが、ここでは路側帯が歩道だよ 

 

                  

池南の交差点を抜けると畑道に入る      



 

 やっとここに関東ふれあいの道道標が出て来た。多胡の碑まで 1.5ｋｍ    

  

   

            しばらく畑道を通り、次の集落に向かう 

 

                  

                        吉井町の集落に入って、村の辻に案内板が出て来た 



                   

                     ここの角には、自然石に掘られた古い道しるべがあった 

 

                     

             「多胡の碑」 ユネスコの記憶遺産となったから、お堂も厳重になった（国指定重文） 

 

                       

   碑文には、和銅 4年（711）ここに新たに多胡郡を作り、「未」（ひつじ）氏に支配させると刻まれている 



                 

                      碑の隣にある古墳、墳径 17ｍ、石室 8ｍの円墳 

 

                

                         石材は地元の 牛伏砂岩を使用   

 

                

                     記念館が併設されている。今日は月曜日で休館 



               

                        道標に従って、馬庭駅に向かう   

 

               

                         里山に沿って集落の中を歩く 

 

                

           上信鉄道 馬庭駅着（11：25） 無人駅。30分に一本電車があるから、便利極まりない 



               

              「馬庭駅」から「西山名駅」まで電車に乗る（この区間は時間節約のため） 

 

              

       「山名八幡宮」 西山名駅から歩いて 20分、山名駅に着く。駅からすぐ、隋身門を潜り拝殿に向かう  

 

                
  「山名八幡宮」新田氏の祖義重の子義範が山名城主の時、安元年中（1175）大分の宇佐八幡宮の分霊を勧請して社殿を築いた 



                

                 境内には大欅と共に、日露戦争の記念碑も残されていた。社は古い 

 

                
             八幡宮の裏手から高崎自然歩道が、次の訪問地「山上の碑」まで案内してくれる 

 

               

                        見晴らしの良い尾根通しの道を歩く 



                 

 鎌倉時代の山元宿と言う里に出ると、古い地蔵がお堂に収められている。鎌倉時代から旅人の安全を見届けていたに違いない 

 

                 

         今歩いている道は鎌倉古道で、至る所にその名残を見つける事が出来る 

         ここに収まる厨子の中には、 建治 4年（1278）造立の「阿弥陀如来」板碑が納められている  

 

                 

                          「山上の碑」集落の高台にある 



               

           直径 15ｍの円墳で、背後の山に寄せられるように築かれている飛鳥時代に作られた  

 

              

          完全な形で残る日本最古の石碑として知られ、天武時代の 681年に造立 

 



                           

          「碑文」佐野三家を管理した豪族の「黒売」とその子である長利の系譜をのべたもの   

 

 

折角ここまで来たのであるから、記念にパチり 

            



        

  古墳の脇から鎌倉街道が続く。道標と、石標と、案内板が道案内をしてくれる 

 

                  

             「山名城跡」 源義家の孫新田義重（1116-1202）の子義範がこの城に拠って山名氏を名乗り、 

以後八代にわたり戦国時代まで使用された  

 

                  

                    本丸の遺構もなく、展望広場として集いの場となっている  



                 

        このトレイルは 「石碑の道」（鎌倉古道）としてしっかり整備され、家族連れでも歩ける道となっている   

  

                  

                        新緑もかたまり、素敵な古道だね 

 

                 

               今日は暑くもなく、寒くもなく、快適なウオーク日和で、勝手に足が前に進む 

 



                

                小尾根の先には「根小屋城跡」もあるが、パスして金井沢の碑に向かう 

 

                  

                     所どころ、万葉の詩が案内板として置かれている  

 

                 
                     これらの詩を読みながら歩くのも、風情がある  



                  

 

                  

                                鎌倉街道七曲り  

 

                  

   「旧鎌倉街道の案内板」碓氷から吉井町を通り、今日歩いて来た道を抜けて、「佐野の渡し」から藤岡、児玉に出た 



               

    「金井沢の碑」 高さ 110ｃｍ、幅 70ｃｍ、厚さ 65ｃｍ安山岩を用い、平らな部分に縦 9行で 112文字が刻まれている 

 

                  

     奈良時代初期の神亀三年（726）三家氏を名乗る氏族が、同族と共に仏教の教えで結びつき、祖先の供養、 

同族の繁栄を祈るために造立したもの  

ここから歩いて 20分程で上信電鉄「根古屋駅」に出る。今宵は高崎のビジネスホテルに泊まる。 

 

この項完 



 

      「参考タイム」高崎駅（9：25）→吉井駅（9：49）→多胡の碑（10：25-10：35）馬庭駅 （11：25-11：29）→ 

電車→西山名駅（11：33-11：50昼）→山名八幡宮（12：10-12：15）→山上碑（12：50-13：15）→金井沢の碑 

（14：40-14：50）→バス→山名駅（15：43）→高崎 

 

                     「関東ふれあいの道（群馬）⑥白衣観音のみち」へ続く 


